
　
【表紙】 　

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 平成23年８月11日

【四半期会計期間】 第80期第１四半期(自 平成23年４月１日　至  平成23年６月30日)

【会社名】 神鋼鋼線工業株式会社

【英訳名】 Shinko Wire Company, Ltd.

【代表者の役職氏名】 取締役社長　小　南　孝　教

【本店の所在の場所】 兵庫県尼崎市中浜町10番地１

【電話番号】 06－6411－1051（代表）

【事務連絡者氏名】 総務本部企画部長　瀧　 洋 三

【最寄りの連絡場所】 兵庫県尼崎市中浜町10番地１

【電話番号】 06－6411－1051（代表）

【事務連絡者氏名】 総務本部企画部長　瀧　 洋 三

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所

　 (東京都中央区日本橋兜町２番１号)

　 　

　 　

　

EDINET提出書類

神鋼鋼線工業株式会社(E01282)

四半期報告書

 1/17



第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第79期
第１四半期
連結累計期間

第80期
第１四半期
連結累計期間

第79期

会計期間
自  平成22年４月１日
至  平成22年６月30日

自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日

自  平成22年４月１日
至  平成23年３月31日

売上高 (百万円) 7,023 6,438 28,983

経常利益 (百万円) 262 156 1,602

四半期(当期)純利益
又は四半期純損失（△）

(百万円) △100 82 614

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) △84 91 745

純資産額 (百万円) 17,899 18,492 18,621

総資産額 (百万円) 41,543 40,753 41,754

１株当たり四半期(当期)純利益金額
又は四半期純損失金額（△）

(円) △1.92 1.59 11.78

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 35.5 37.6 36.9

(注)  １　売上高には、消費税等を含まない。

 ２　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が無いため、記載していない。

 ３　第79期第１四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

（企業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理している。

　

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はない。

　また、主要な関係会社についても異動はない。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項
のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に
記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はない。
なお、重要事象等は存在していない。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はない。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　（1）業績の状況
　当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の影響から急速に落ち込み、その後徐々
に落ち着きを取り戻してきたものの、依然として雇用環境は厳しく、個人消費も低迷、また電力供給の制約、
円高基調など、先行き不透明な状況のまま推移した。 
　当社グループを取り巻く事業環境は、公共投資関連需要では、公共事業費削減の影響を受け、また民間需要
も震災後の需要業界の生産活動の低下などの影響を受けて低迷し、加えて原材料価格高騰の影響もあり、一
層厳しい状況で推移した。 
　このような状況に対して、当社グループは、高付加価値製品の販売拡大による収益力の向上を図るととも
に、収益改善活動や新生産プロジェクトを引き続き推進し、コスト競争力の強化を図ってきた。 
　その結果、当第１四半期連結累計期間の業績は、自動車産業関連を中心に民需関連分野向けが低迷し、加え
て公共投資関連分野向けも低調であったことなどから、売上高は6,438百万円と前年同期に比べ8.3％の減
収となり、営業利益、経常利益はそれぞれ189百万円（前年同期比29.3％減少）、156百万円（前年同期比
40.4％減少）となった。また法人税等および少数株主利益を差し引いた後の四半期純利益は82百万円と
なった。 
 
当第１四半期連結累計期間のセグメント毎の状況は次のとおりである。 
 
＜特殊鋼線関連事業＞
（ＰＣ関連製品）民間投資関連では、倉庫物件などのプロジェクトの受注と、マンション需要の回復で比較
的堅調だったものの、公共投資関連での公共事業関係費の削減影響、震災影響による発注の遅れにより市場
環境は一層厳しさを増しており、全体としては販売数量、売上金額とも前年同期に比べ減少した。 
 
（ばね・特殊線関連製品）自動車産業向けの弁ばね用鋼線（オイルテンパー線）は、自動車メーカーが震
災の影響を受けたことにより、６月以降回復傾向にはあるものの前年同期に比べ販売数量・売上金額とも
大幅減となった。また、ＯＡ関連製品、家電・弱電向けのばね用ニッケルめっき鋼線も、震災の影響から国内
・輸出向けとも前年同期に比べ大幅減となった。ステンレス鋼線は、主力の建築関連向けが震災の影響と外
国材との競争により、また自動車関連向けも震災の影響を受け、引き続き厳しい状況で推移した。 
 
　その結果、特殊鋼線関連事業全体の売上高は3,247百万円と前年同期に比べ11.3％減少となり、セグメント
利益は80百万円と前年同期に比べ59.7％減少した。
 
＜鋼索関連事業＞
　国内総需要が前年同期に比べて微減となり引き続き低調に推移し、また汎用品は円高の影響により輸入品
へのシフトが加速するという状況のなかで、当社グループの国内向けも販売数量、売上金額ともに減少し
た。また輸出についても、円高などの影響から減少し、全体でも前年同期に比べ販売数量、売上金額とも減少
した。 
 
　その結果、鋼索関連事業全体の売上高は2,925百万円と前年同期に比べ6.7％減少となり、セグメント利益
は142百万円と前年同期に比べ1.7％減少した。
 
＜エンジニアリング関連事業＞
　主力製品である吊構造用ケーブルについては、橋梁分野では減少したものの、建築分野では増加し、全体と
しては前年同期に比べ売上増となった。また道路騒音防止関連製品は前年同期に比べ減少したが、落橋防止
ケーブルは増加した。 
 
　その結果、エンジニアリング関連事業全体の売上高は250百万円と前年同期に比べ19.4％増加となり、セグ
メント損益は44百万円の損失（前年同期は87百万円の損失）となった。
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＜その他＞
　不動産関連事業の売上高、セグメント利益はそれぞれ15百万円、11百万円と前年同期並みとなった。

　
（2）財政状態の分析

（流動資産）

当第１四半期連結会計期間末における流動資産の残高は、22,653百万円（前連結会計年度末は、23,569百万

円）となり、915百万円減少した。主に受取手形及び売掛金が556百万円減少したことによるものである。

（固定資産）

当第１四半期連結会計期間末における固定資産の残高は、18,099百万円（前連結会計年度末は、18,184百万

円）となり、85百万円減少した。主に繰延税金資産が54百万円減少したことによるものである。

（流動負債）

当第１四半期連結会計期間末における流動負債の残高は、11,349百万円（前連結会計年度末は、11,986百万

円）となり、637百万円減少した。主に賞与引当金が313百万円減少したことによるものである。

（固定負債）

当第１四半期連結会計期間末における固定負債の残高は、10,910百万円（前連結会計年度末は、11,145百万

円）となり、235百万円減少した。主に長期借入金が156百万円減少したことによるものである。

（純資産）

当第１四半期連結会計期間末における純資産の残高は、18,492百万円（前連結会計年度末は、18,621百万

円）となり、128百万円減少した。主に利益剰余金が73百万円減少したことによるものである。

　
（3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び

新たに生じた課題はない。

　

（4）研究開発活動

当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は62百万円である。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 88,000,000

計 88,000,000

　
② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成23年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成23年８月11日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 58,698,86458,698,864
東京証券取引所
（市場第二部）

株主として権利内容に制限の
ない、標準となる株式
単元株式数は1,000株

計 58,698,86458,698,864― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　　該当事項はない。

　
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　該当事項はない。

　
(4) 【ライツプランの内容】

　　該当事項はない。

　
(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

　平成23年６月30日 ― 58,698,864 ― 8,062 ― 2,015

　

(6) 【大株主の状況】

　　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はない。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成23年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式 6,596,000

―
株主としての権利内容に制限のな
い、標準となる株式
単元株式数は1,000株

完全議決権株式(その他)
普通株式
　 　 　51,778,000

51,778 同上

単元未満株式
普通株式　
　　　　　 324,864

― １単元（1,000株）未満の株式

発行済株式総数 　　　　58,698,864 ― ―

総株主の議決権 ― 51,778 ―

(注)  「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式360株が含まれている。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成23年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

　（自己保有株式）
　 神鋼鋼線工業㈱

兵庫県尼崎市中浜町10番地１ 6,596,000 ― 6,596,00011.24

計 ― 6,596,000 ― 6,596,00011.24

　
２ 【役員の状況】

　　該当事項はない。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成している。

　
２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成23年４月１日

から平成23年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23年６月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けている。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 6,576 5,549

受取手形及び売掛金 9,314 8,757

商品及び製品 3,631 4,030

仕掛品 2,006 2,180

原材料及び貯蔵品 1,592 1,582

繰延税金資産 361 375

その他 363 442

貸倒引当金 △277 △265

流動資産合計 23,569 22,653

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 4,649 4,596

機械装置及び運搬具（純額） 4,373 4,345

工具、器具及び備品（純額） 189 183

土地 6,056 6,056

リース資産（純額） 47 44

建設仮勘定 110 124

有形固定資産合計 15,427 15,350

無形固定資産 108 218

投資その他の資産

投資有価証券 364 342

長期貸付金 0 0

繰延税金資産 1,488 1,434

その他 1,014 971

貸倒引当金 △219 △218

投資その他の資産合計 2,648 2,530

固定資産合計 18,184 18,099

資産合計 41,754 40,753
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,092 2,970

短期借入金 6,244 6,235

リース債務 19 20

未払費用 1,291 1,280

未払法人税等 395 20

賞与引当金 547 234

その他 395 588

流動負債合計 11,986 11,349

固定負債

長期借入金 7,509 7,352

リース債務 33 29

退職給付引当金 2,185 2,154

役員退職慰労引当金 34 31

環境対策引当金 70 70

繰延税金負債 558 557

負ののれん 154 138

その他 600 575

固定負債合計 11,145 10,910

負債合計 23,132 22,260

純資産の部

株主資本

資本金 8,062 8,062

資本剰余金 6,354 6,354

利益剰余金 2,287 2,213

自己株式 △1,350 △1,350

株主資本合計 15,354 15,280

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 36 23

その他の包括利益累計額合計 36 23

少数株主持分 3,230 3,188

純資産合計 18,621 18,492

負債純資産合計 41,754 40,753
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

売上高 7,023 6,438

売上原価 5,520 5,150

売上総利益 1,503 1,288

販売費及び一般管理費 1,234 1,098

営業利益 268 189

営業外収益

受取利息 11 10

受取配当金 7 7

還付消費税等 35 －

負ののれん償却額 15 15

固定資産賃貸料 13 12

その他 1 2

営業外収益合計 84 48

営業外費用

支払利息 55 42

その他 34 39

営業外費用合計 90 82

経常利益 262 156

特別損失

貸倒引当金繰入額 ※
 330 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 4 －

特別損失合計 334 －

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△72 156

法人税、住民税及び事業税 33 7

法人税等調整額 △44 42

法人税等合計 △10 50

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△62 106

少数株主利益 38 23

四半期純利益又は四半期純損失（△） △100 82
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△62 106

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △22 △14

その他の包括利益合計 △22 △14

四半期包括利益 △84 91

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △125 68

少数株主に係る四半期包括利益 40 23
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

当第１四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

(連結の範囲の重要な変更)

当第１四半期連結会計期間より、新たに設立した蔕賽克鋼索商務諮詢（上海）有限公司を連結の範囲に含め

ている。

　

【追加情報】

当第１四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

(会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用)

当第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及

び誤謬の訂正に関する会計基準」(企業会計基準第24号  平成21年12月４日)及び「会計上の変更及び誤謬の訂正

に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第24号  平成21年12月４日)を適用している。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

該当事項はない。

　

(四半期連結損益計算書関係)

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
　　　　　　　(自　平成23年４月１日
　　　　　　　 至　平成23年６月30日)

※　　特別損失の計上について
　　　当社グループの取引先である小倉貿易株式会社　
　　　が平成22年６月15日付で東京地方裁判所に破産　
　　　手続開始の申立てを行い、同日破産手続開始の　
　　　決定を受けたことに伴い、当社グループが保有　
　　　している当該取引先に対する債権について回収　
　　　不能見込額として貸倒引当金繰入額330百万円を　
　　　特別損失に計上している。
　　　　　　　　　

―

　
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成していない。なお、第１

四半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）及び負ののれんの償却額

は次のとおりである。

 

　
前第１四半期連結累計期間　
（自  平成22年４月１日
　　至  平成22年６月30日）

当第１四半期連結累計期間　
（自  平成23年４月１日
　　至  平成23年６月30日）

減価償却費 218百万円 231百万円

負ののれんの償却額 △15百万円 △15百万円
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(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日)

１ 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月23日
定時株主総会

普通株式 156 ３ 平成22年３月31日 平成22年６月24日 利益剰余金

　
２ 基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はない。

　

当第１四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

１ 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月23日
定時株主総会

普通株式 156 ３ 平成23年３月31日 平成23年６月24日 利益剰余金

　
２ 基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はない。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第１四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 (単位：百万円)

　

報告セグメント
その他
（注１）

合計 調整額

四半期連結
損益計算書
計上額
（注２）

特殊鋼線
関連事業

鋼索関連
事業

エンジニ
アリング
関連事業

計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 3,6613,136 209 7,007 15 7,023 － 7,023

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

183 51 0 235 － 235 △235 －

計 3,8453,187 209 7,242 15 7,258△235 7,023

セグメント損益 199 145 △87 256 11 268 － 268

（注１）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産関連事業である。

（注２）セグメント損益は、四半期連結損益計算書の営業利益である。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はない。

　
Ⅱ  当第１四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 (単位：百万円)

　

報告セグメント
その他
（注１）

合計 調整額

四半期連結
損益計算書
計上額
（注２）

特殊鋼線
関連事業

鋼索関連
事業

エンジニ
アリング
関連事業

計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 3,2472,925 250 6,423 15 6,438 － 6,438

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

179 53 1 233 － 233 △233 －

計 3,4262,978 251 6,657 15 6,672△233 6,438

セグメント損益 80 142 △44 178 11 189 － 189

（注１）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産関連事業である。

（注２）セグメント損益は、四半期連結損益計算書の営業利益である。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はない。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、次のとおりである。

　

項目
前第１四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額 △1円92銭 1円59銭

(算定上の基礎) 　 　

四半期純利益金額又は四半期純損失金額(百万円) △100 82

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期純損失金
額(百万円)

△100 82

普通株式の期中平均株式数(千株) 52,127 52,103

(注)  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載していない。
　

２ 【その他】

該当事項はない。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項なし。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成23年８月11日

神鋼鋼線工業株式会社

取締役会  御中

　

有限責任 あずさ監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    脇　田　勝　裕 　　㊞

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    辰　巳　幸　久 　　㊞

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている神鋼
鋼線工業株式会社の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間
(平成23年４月１日から平成23年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23
年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半
期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、神鋼鋼線工業株式会社及び連結子会社の平成
23年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示し
ていないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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